伴東小学校登下校時の見守り活動員募集について
下地町内会

伴東小学校児童生徒の登下校時の見守り活動の現状

下地地区では、伴東小学校の児童生徒の登下校時に、お宮の下交差点と、下田呉服店前で、ボランティアによる子供たちの安全確認見守りを行っています。

朝の登校時は、お宮の下交差点では、毎朝、５班の山根彰夫さんが、下田呉服店前では、保護者と交通安全部会の方々が、子供たちの見守りを行っています。

下校時は、親好会を中心とするボランティア（現在２６名）が、お宮の下交差点では、月～金、下田呉服店前では、月曜日と木曜日に、見守りを行っています。（火、水、金曜日は、保護者が担当しています）

　下校時見守り活動ボランティアの高齢化と人員の減少

現在、親好会メンバー２５名と町内会１名の２６名で、下校時見守りを行っていますが、５月にも２名が辞退され、ボランティアの高齢化とメンバーの減少が進んでいます。

新規のメンバーが加わらないと、今後の運営にも支障が出かねない状況になっています。

　下校時の見守り活動をしていただける方を募集しています

下校時の見守りは、１回２０～３０分程度で、基本的に、月に１回程度の活動をお願いしています。当番の時間は、小学校の下校時間に合わせることになりますが（午後３時頃が多い）、曜日については、ご希望に添えるように調整してくれるそうです。

お時間の都合のつきそうな方には、是非とも、子供たちの見守り活動に参加していだきたくお願いいたします。小さな社会貢献が、積もり積もれば、大きな結果となって現れることになりますので、よろしくご検討をお願いいたします。

ご協力いただける方は、親好会　会長　秋山訓次さん　（090-2805-1401）まで、ご連絡ください。
